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研究成果の概要（和文）：「公民的要素」「政治的要素」「社会的要素」他の要素に市民権を分別しその成長を直線的
に理解することに西欧の市民社会理解は特徴付けられる。しかし、19世紀前半のアメリカ合衆国における市民編成原理
の歴史を理解するには、そのような枠組みは図式的すぎる。19世紀前半の合衆国における市民編成原理の追求は、領土
の拡大と不断の移民の受け入れ、消費革命の浸透、奴隷制度の是非をめぐる論争などの問題に直面しながら行われた。
本研究ではその歴史を、手稿請願、読書習慣、教会説教、大西洋世界における図像リテラシー他を媒体とする非公式の
政治行為に携わる市民をも包摂する、巨視的視野から検討する。

研究成果の概要（英文）：　Precedent studies of citizenship based on the history of modern Western Europe 
often lack a view to deeply understand the complexity of history of creating American citizenship during 
the first half of the 19th century. During that period, the United States experienced an unprecedented 
scale of territorial expansion, continual flow of immigrants, consumer revolution, and severe debates on 
the validity of Slavery in a country conceived in liberty and equality. In a society facing to those 
questions, a different mode of politics invite to-be-citizens participate into public sphere where they 
discuss hierarchy of political agenda in their civil society. While practicing informal politics through 
scribal publication, reading sentimental novels, listening to religious sermons, and sending petitions, 
sprouting class of American citizens of that period learned how to become good citizens and exclude 
others as not. This study explores that history.
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１．研究開始当初の背景 
 19 世紀前半のアメリカ合衆国における市
民編成原理に関しては、自由な個人を社会の
根幹に据えるジョン・ロック的な自由主義の
伝統と、人種や民族を軸とするコミュニティ
への帰属を社会の根幹に据えるコミュニタ
リアン的な伝統の間で、市民の資質や資格が
模索されたと解釈されてきた。加えて、近代
西欧世界における市民権を「公民的要素」「政
治的要素」「社会的要素」の三つに大別し、
その段階的発展が市民社会の成長につなが
ったと理解する T.H.Marshall や D. Heater
以来の整然とした市民社会理解が先行した
結果、地域や民族で細分される集団ごとの市
民編成原理の歴史が、領土の拡張を含めた国
民国家の縁取りの拡大とともに複雑かつ重
層的に展開した合衆国における歴史の実相
が捉えきれずにきた。集団ごとの市民権獲得
の歴史が加算的に記述されるのが、研究開始
当初の研究の流れであったと言いまとめる
ことができる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、19世紀前半のアメリカ合衆国に
おける市民編成原理の歴史を、その理念と実
態の両面から明らかにし、それを通して上記
に記した同時代の合衆国史像の詳細を明ら
かにすることに目的をおく。そもそも研究史
上この時代は、独立戦争と南北戦争という二
つの歴史的事件の因果を説明する時代とし
てばかり注目され、それ以外の視点からは十
分な注意を払われない傾向が強い。革命で自
由を獲得できなかった黒人奴隷のその後の
歴史が象徴する、人種を跨いだ「自由と平等」
の進捗の歴史がこの時代の要とされ、それ以
外の歴史には二次的意味しか与えられない
傾向が強かったのである。だが、アメリカ例
外論に適合するそのような単元的説明を拒
む、重層的な歴史がこの時代には存在する。
本研究は、宗教・ジェンダー・経済倫理など、
人種意識とも密接に関連すると考えられな
がら、その接続が十分に説明されてこなかっ
た諸点に留意しつつ、この時代の市民編成原
理をめぐる歴史の立体的把握を目指す。 
 最終的には、19世紀前半の合衆国史像をよ
り構造的、動態的に捉え、近代西欧世界にお
ける市民社会の変遷の歴史と比較する視点
を獲得することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
1960 年代以来西欧で大きな影響力を保ち、
1990 年代に入って合衆国でも急激に研究者
の間に浸透したユルゲン・ハーバーマスの公
共圏の概念をあらためて確認し、合衆国史の
理解にその概念を援用することの妥当性を
吟味することから研究を始める。ハーバーマ
スの概念が歴史研究に与えた衝撃の一つは、
狭義の政治学的分析で補足される伝統的政
治活動から、文化人類学や文学の視点を動員
して補足される一般住民のパフォーマティ

ブな政治行為にまで、政治分析の領域を拡大
したことにある。本研究でもその視点を援用
し、連邦あるいは地方ごとの議会における法
令制定過程はもとより、議会への非公式な請
願運動や教会説教パンフレットの刊行、市民
社会における読書習慣の確立、都市景観図の
販売など、多様な経路を通した市民社会の縁
取りの歴史を検証する。 
それらの作業を大別すれば、市民概念の記述
概要を検証する「外形論」、市民概念の機能
内容を検証する「実質論」、市民概念の変成
をめぐる政治闘争を検証する「運動論」に分
けられる。海外の研究協力者を含めた内外の
専門家を招きながら、最低二月に一回のペー
スで合同研究会を開催し、互いの知見を交換
しあうとともに、東京大学アメリカ太平洋地
域研究センターをハブとする研究ネットワ
ークを通じて成果の国内外への公開と批判
のフィードバックを行う。 
 
４．研究成果 
(1) Michael Warner が指摘したとおり、合衆
国における公共圏の形成と 18 世紀出版文化
の隆盛との間に密接な関係があることが明
らかになった。しかし、David Hall が合同研
究会で主張したとおり、印刷文化が浸透する
前から、ニューイングランドでなどでは手稿
を通した非公式な政治的異議申し立てが通
常化しており、ハーバーマスが説いた合理的
な討議空間の外側に位置するそうした非公
式な政治行為の伝統が、植民地時代以来醸成
されていたことが確認された。 
(2) 入植後の植民地社会が不断の領土拡張
により政治共同体の規模を拡大し続けた英
領 13 植民地では、（1）に記した活字と手稿
の双方を重要なコミュニケーション・ツール
とする政治共同体が、領土拡張と歩を合わせ
る形で拡大し続けた。市民社会の拡大と国土
の拡張とが重なり合うこうした歴史の中で、
市民権は、国民の定義に近似したものとして
議論されるにいたったことが確認された。例
えば、王や教会への対抗権力としてその足場
を築いた西欧市民社会の生成の歴史と合衆
国における市民社会の歴史はこの点で少な
からず性格を異にするものと推測される。 
(3）女性参政権の要求をもって女性の政治参
加の歴史起源としがちな従来の女性史の解
釈に対し、奴隷制度廃止運動の大義を訴える
議会請願ほかの活動を通し、非公式ながらも
女性が政治に一定の影響を与え続けていた
事実が確認された。 
(4) 市民の輪郭を縁取るのに、狭義の法令や
裁判所の判定以外に、19 世紀前半に人気を博
した感傷小説やニューヨークで販売された
都市景観図なども、平均的市民が備えるべき
道徳規範や審美意識の浸透に影響力を持っ
たことが確認された。 
(5)市民編成原理は、政治当局側からの一方
的な制限あるいは付与という形で社会に浸
透するとは限らず、市民権付与への先住民の



アンヴィバレントな態度が示すように、その
機能の善し悪しを基準に市民と名指される
側が能動的な選択を繰り返すことで、社会に
浸透する側面もあることが確認された。 
(6)市民編成原理の練成には他者像が大きな
役割を果たす。西欧の場合その他者を象徴す
るのが王権であり教会の権力であった。そう
した身分制社会の権威が社会が開かれた時
点から脆弱であった合衆国では、人種の異な
る集団を他者に想定した市民論争が歴史の
基軸におかれがちで、公共と市民という座標
を備えたより巨視的な視野を備えた市民社
会論が育ちにくかったことが確認された。 
(7）従来の合衆国史研究に顕著であった市民
編成原理の加算的歴史記述は、社会の近代化
の指標として市民権の拡充を綴りがちであ
り、そのため、前近代的なさまざまの身幅を
備えていたローカルなコミュニティにおけ
る慣習の消失などへの十分な歴史的解釈が
不十分であることが確認された。非合理的と
みなされる神や霊への心情的傾倒などもそ
の一例である。「公共」「市民」などの分析概
念は多様性を排する画一的な市民社会理解
を促しがちであり、その負の側面にも今後は
十分な注意を払わねばならないことが確認
された。 
(8)今後、19 世紀合衆国の市民編成原理が 20
世紀合衆国に継承される歴史の吟味が待た
れることが確認された。 
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